
（別紙３）

～ 令和8年　1月　30日

（対象者数） 116名(児発６６名、放デイ２３名、保訪問１６名) （回答者数） 76名(児発５０名、放デイ１５名、保訪問１１名)

～ 令和８年　１月　３０日

（対象者数） １０名 （回答者数） １０名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・多職種で連携しながら、様々な視点でお子さんの特性に

合った支援を今後も続けていく。

2

・今後も個々の好きな遊びや楽しく過ごすことができる活動

内容を考えていく。

2

・ひまわり園が調整役となり、保護者・園との定期的な情報

共有を行うことで、支援の一貫性などを図っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保育所等訪問など利用しやすいサービスを周知し、提供して

いく。

2

日々の支援方法などをさらに密に職員同士で共有し、短い時

間の中でも療育の質を上げていくように取り組んでいく。

3

支援の質を高めるために、今後も研修会などに参加してい

く。また併用しているお子さんの様子などを保育園や幼稚園

の先生と共有し、一緒に相談しながら支援方法を検討してい

く。

○事業所名 真岡市こども発達支援センターひまわり園

○保護者評価実施期間
令和8年　1月　5日

○保護者評価有効回答数

令和８年　１月　５日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和８年　２月　２０日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

児童発達支援事業所

・親子通園により、保護者が支援場面を直接見て学ぶことがで

き、子どもへの関わり方を家庭生活に生かしやすい点。

・親子通園を通して、保護者同士が悩みや経験、情報の共有で

きる機会がある。

・集団療育のほかに個別療育を受けることができる。

・療育終了後、保護者にできたことなどをフィードバックして

いる。

・個別療育では、作業療法士、言語聴覚士、公認心理師が療育

を行っている。

保育所等訪問支援の経験年数が少ない。 保育所等訪問専任の人員が配置できていないため、センター内

の他事業と調整して行っている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

市の利用者数が多く、４町の利用者が少ない。 １市４町のいずれかの中で市街地から離れている。

サービスの提供時間が短い。 様々な年齢や発達にあったクラスを設定している。

放課後等デイサービス

・体育館やエアートランポリンがあるため、体を動かせる場所

がある。

・広い敷地内でも対応できるように、職員を配置している。

保育所等訪問

・専門職が保護者・関係機関との連携を図り、集団生活への適

応を支援している。

・保護者や園の間に立ち、子どもの特性や支援方針の共有・調

整を行っている。

事業所における自己評価総括表公表


